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占凶
lllL 泉 と 藻

)長瀬弘幸

(前11戸大塁手交:迎撃部植物拳教室)

類

温泉といえば，先す士、入湯体浴が顕に浮ぶが，温泉に悌]する研究の中でも器

製上の問題が最も数多く研究されている。叉i視E毘[泉y水kの化E感浜的成分についても
地1球1求t化皐墜L上の虫好T研研.ラ究E題口として色 1々zと而白い問題が、砕山1僻fJl{V決七されつつdるうる。

多主盆:の鏑物質を合んでで、複雑えな=イ化じ製的車紅如[日l成を示しし‘且且目aつ常に一主広i己ごの高t詔温z毘[を保つi油温品鼠i 
3糸j込~7水k中 にに，楼怯肱a忠息自、する?微殺生物κ は何カか、4

ないか。或l会特殊環境に桜む此GtJ:・の特殊な植物が高い制度ーに耐えている:);};;.，

又正:ìi阻ïk*でなければ育たなくたっている ~11:等や，更に~:~i.Nilの危に休内の各

机:の生化・型的反憶が普通で友いとと，之勾;一連の特殊な生命現象の生理皐的，

生化型的えに研究成果は ， 1Ff過の布(I物の各在~の生足íl.作用の究明に大きな光明を

もたらすにj主いない。温泉 I~:I に仕んでいる植物としては種類も金も斑藻が最

も多く砧誌類，細菌類が之につぎ，他の翫類も現われるが，大別すれば誌類

と制l菌剤とでるって部類より五;j45;な杭秒Jは殆ど稀でるる。

温泉は藻類にとってどんな喧境てあるか

物江より生物への進化の一時JYlと考えられる地球創成のilti屯時代には，益
rl-Iは常に遊だしい曇天と雨天の遮制であったに違いなく，随って後生した生

物も極端に陰地位のもので、あったに主主いない。一方現有の生物r-I~で英紘素を

J41たない最も簡単た生物jは和1¥車i蕗!でbり葉維業を有しtdt主も簡単な生物は監

部制でるるが.古生物阜の教えるj引では，訟も古い地質H寺代1![Jち原生代， 始

生代の前カンブリアJYlにも m~藻と *il l菌の化石が愛見せられている。 との事貨

は上記の想像と合せていよいよ現彩のおIl菌類と斑藻類とに比べて徐り鐙りの

ない生物鮮が生物設生の初期のものとの三jラえが深められる。 iR!泉という環境

が尚iEiであり且つ多憾であるととは，北米，蹴ナ1'¥の;j:;iiに極めて古い地質時代

に必ずる土地に存在するIA[泉では，設ー分でも太古の地上の姿の遺跡と考えら

れ主主いでもない。そとにはJITiliiυik性の生物が4'J1.寅一椅:多く殻見せられ，それ

らの生物の胞子が風に運ばれて比較的新しい地質時代に出現した詰lJ誌に散布
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f&瀬弘幸 : 温泉と談綴 11 

されたと考えれば，全i1t界を通じてi温泉産生物の員温泉性の生物は，生命護

生以来高温の水域内にのみ生活し続けて来た姿と見倣しでも差支えないと考

える。 温泉の!N併設は詰i泉水が(1)高溢である とと， (2)多量のそして色k7;r.鍛

物質を含有し:-c，化撃的組成料矧色であるとと，随ってその示す酸性度 (pH

値)に饗・化の甚だしいとと一一ーが主主主ものと考えられる。 我が闘では， その

第 1 図

湯袷曾温泉(群馬県系)の源泉のーっ。

川田中の山腹より iIl.i出する筒所を コンクリ
ー トにて湯溜にし，之より木ゃにて百I(。
コンクリ ー トの裂干しより流れる*にill¥lっ
た部分や引激管・盤上にE在磁の繁茂せるIIk
を示す。部被は勲男hを打って場所を示し
た。此E廷には Mαstigocladus，Phor・押~i­
ditLm， Oscillαtoγぬの議事1Ili!{瓜2い面積を
占め之にill.って Synechococcus，Chro-
ococcus等の単語nWe!性のものや， Sc百to・
nerna， Dichothγ伐 等の紙状務が混生す
る。
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後生掛泥火山(秋田鯨):

l噴き ll¥された泥の積1肢を中

心t;:一面泥沙の海。各所よ

り無数に熱泉がi湧き出てい
る。 そζ には 800C以上の

高i起に耐えるイダユコゴメ
Cyαnid似m の打粉状の君t
f本が各rorrに散在しているe
イダA コゴメ以タトの生物は

認められない。

第 2 図



12 五革新 貿H 5/t第 1'iJR 11併U28 &1'-3月

規模は比較的貧弱であっても，その裁が徐りにも多い矯に， IR度と化製組成
との種.;d主る組合せの温泉が天然に得られるととが特徴である。

(1)耐熱性: 温泉植物中には 700C，800Cの高温にも耐えて生前している

麺類のあるととはその細胞内には，熱援国共の他の破壊的危作用を防ぐべき

特殊危機構が存する筈でるり，何か特殊の酵素の存在が考えられる。今参考古

迄に特に高i自に耐える主主例を器げると第1表の通りである。

第 i表 高i昆に耐え る務類の!自IJ，参考迄にi~i類の例を附した 。

分日本記 録 | 位界記録

21秘 名 |椋|応地 |器産|産地 |賞百UJ者

蕗 Synechococcushucanus 1 60:~ I L __ ~~:~:\~: I 84:~ ィマプ r ~I Synechococcus V'旬lcαnus1600C 1上減(孤島)1840C 米 間 1C-oPET.AND 

S. elongαtus vαγ. veslitus 1 8o'C 1上諏訪(長野)1R50G 日本 lu.本 ・鹿瀬
藻 ICyα旬idittmcαldαγium I 890C I議ケ湯(秋開1ls90C 日本 I j工木 .rfJri澱

Mαst(qoclad~ts lαmi'ηosus 1 780C 1 議(宮城)1780C 日本 1i1:本 ・脱獄
類 1~ ---. ，，-~ --- --~ --..--.------1 . ~_= I ~~ : ~. ~-::: I . ~_ = I ，-
m'wγmidw?n lam仇oS~tm 1 780C 1 議('，0:城)178。C 日本 !?仁木 ・成瀬

如111 Thioba，citlus cγmαt~tS 1 860C 1別府(大分)1S60C 1日本|江本

護ITh伽川ta附 S IS60C !;w府間)!S60C1日本| 江本

第 1表中の最後の一種を除いた種はすベて良t甑毘泉性の杭物でで.あるとと，
P町h問o仰1"111叩F

1甚崖アだごしく異主友kつた環境にも棲み得るととは興!味!対沫4未t探いZ事:f;f.寅でで.ある。 会純物を通

じて 800C以上の高温に棲島し符るのは細菌類と藍藻のみであって， 他は割

合I'L低い温度にしか棲息、でき主主い。 各J洋を通じて 30oC_40oCの聞に一君子多

くの種類が模息している。ととに参考まで忙好低t血性生物の極端友一例をさ

しはさむと，岱[泉とは}支11に低鵠{の冷水中にのみ棲息する純物・併があり甚だ

しい場合は氷零上のみを好む蔀鎖 (7J(~藻類)がるる。 数基うるJ令7K'1生藻類の

、通例を一つるげれば黄色鞭毛誌に属するミズオ H)ψlIrllSがるる。 此の蕊}J干

の最遁祖度は OOC前後であって，世の中には態々高温を好むものもあれば，

又上越の如 く特に冷い水中を好むものもあって今更に生物界の複雑さを感十

る。

(2)低 pH値に封する耐性: ー呑多くの種類が臨んで、いる温泉水の pHfl'立

は 6.0~7.0 の聞で大体中性近くであるととがわかる。 日本κ於ては天然の151
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泉で、強アルカ リ性とい うのは極めて少なく，その代り目立性の極度に強い温泉

は非常に津山bる。記録された最強酸の pH値は 1.4でるって，との事は中

性の pH値7に比して 10の (7-1.4)来，即ち 10の5来飴りで随って約 10

高倍以上の強酸に友る。との;f~í( tð..強酸性水域に棲息している純物滞としては，

fzA藻と京ill菌類と佳藻類とが， いす=れも pH=1.4の7Kヰ1~乙棲息しているとと

がわかった。

温泉にすんている藻類の種類

全世界の温泉産藻類の総数は約800種類であって，その内の約400種類が

日本に産する。 数字の詳細を求める錆に日本に限ると 1952(.1三 3 月末迄に~;Il

られた総数は418で，之に市HI菌剤32，民菌類2，辞類3，顕花植物1を加える

と出来産純物の純!吸は 456を教える。之を分類別に示すと第2表の通りであ

る。

A ii笠藻: 藍藻の各回，各科の1:1:1で温泉中に出現しない類は殆ど友く ，そ

の中でも特に繁く出現する数種をあげると(匝i版第 1闘より第 81函l迄j草市11

胞性のシネココックス S)lneclIOCOCCUS民，クロオコックス C/iroococcUSA-J，イデ

第 2表 日本fu~4共産植物の

種類別総数

分 類 |総数 |小 計

~藻

桂務

総務(接合議を含む)

ユ ー グレナ

笈級 色主主

主1・ 若草

制l 菌

ift 荷

予干 類

額花植物

総音¥-

270 

3

9

4

 

9
4
a
 

418 

ユコゴメ CyallidiulIIA0， フオJレミチ、

ウム P/iorJnidiu川 g~:" イデ‘ユアイミド

リ iV1astigocladw-J民，ユレモ O‘rcil!a-

tOrla属，その他多数がある。此笥;の

内シネココックスは単車HI胞で普通移

しい量が集合して打粉献の推休を形

成している。又イデユコゴメも翠*HI

胞で前民と岡本去に打粉献の群休を形

成して， あらゆる泉氏の温泉に出現

し，殊に植物教の少ない明葬泉及び

酸性泉に於てもよく愛育するととは

興味深い。各地の温泉場で蕊休その

ものの外形を示さ余地物そのものが

色づいている場合は先歩以上の 2民

と判定しても るやまりない場合が多

い。イデュアイミド リl1-1astigocladus

34 

4 
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14 革vi 類第uき封~ 1 %~ I!fPf:s 28 ，{I三3月

悶 j仮説明

1. シネココ ックス 勾(nechococcuselongαtus NAGEr.I var.αmphigrαnulαt~tS 

CoPET.~ND X 800 
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鹿瀬弘幸: 泊泉と主主類 15 

思はフォルミデゥ ム鹿，ユレモ凪等 と :JJ~I'C温泉場の藻類植生」二から見て最も

民い面積に瞭っている麗鋲でるる。其の他温泉産藍藻中には，細胞の周囲の

粘質居がl持に j享いもの， クトÎI~.が蝋旋枇をと 友すもの， 枝分れしてい るもの勾， k

その形態も千表部日Jjでるる。

B. :{注藻類: ヌド類はすべて込ilt.Hj}J包性であるが，その品1迭は甚だ複雑で、，タト
形も色k と 異主主っている(I~l版第 9 附及び 10 I品])。 ととには代表種としてピ

ンヌラ リヤの一段鋲 Pinl1ulariaBraul/.Iana var. amphicePhala を母げる。本経~:jJi:

は，硫黄泉又は酸性泉に琵生し，pH値 1.4の強酸性水域にも護生するので注

目に値する誌である。

C.繰藻:草創II胞性又は多品III胞性で，一般には温度の低い水域に多く費生

する。 比較的多く見出される種類として， サヤミドロ Oedogol山川底，スチゲ

;tク ロエ ゥムStigeoclonill171m~ ， ミク ロスポラ 111icrosporam0，アヲミ ドロ SpIro-
gyra鹿，ツヅミモ COSlIIGI一山711誌等(悶版第 11闘より第 14刷迄)がるる。

D.紅藻: 只一民一種カントラ ンシア Ch仰 trmzsia属のみが知られている。

2. クロオコ 少ク ユ Chl'OOCOCCUS?nim~t~ιS (KoT.z.) NiI GEU var. t/un'mαlis CoPE-
r.um x650 

3. イダユコゴメ Cyanidωm Cαldal・如何tlTu.DE...'1) Co】、ELANDの 9侃1体。 内5個
体は内生胞子形成。 x800

4. ユレモ Oscillatoγfα pl・incepsV A UCHERの].1'(端部i x400 
5. 7，.ピノレリナ Spi1'ulinαmα.jOl'KoT.Z. var. constαn.~ EMO'.rO et HmosI':x800 

6. フオノレミヂゥム Ph01'刊tid也叩tlαminosumGO~f ONT. A. Jf!英ll7tのlf平f* X1:B. 
2 不の紙~l~Xf本の攻端部を示す。 x 800

7. イダユアイミドリ Mαsligoclαdttslαm伐OS~tS COIINの紙状体の--1f¥<，反ー分校
してν、る。 x800

8. カ ロツリック λ Caloth1-伐 thenrωlis(S<.:IIWAIIE) HANWlRG. A.続、取行本のI附ii
淵ix800:B. x1'10 
9. ピンヌラリア Pinmuα?・4α Bγαunii(GRUN.) CLEVE var・-αmphicephαtα(A.
MAYER) H口STEDTA. x 450: B. x 200 (恨'*健一郎氏fL依る)
10. メロシラ Melosirα官α7・4αnsC. A. AG. x800 
11. サヤミドロ Oedogoniumsp. x 300 
12. ミクロスポラ Micl'OSpOl・α t~tmidula HAZEN x 650 

13. ネダシグサ Rhizocloniumfontαnum KeTZIN"G x140 

14. ツグミモ CosmariwlnBotγytis MENEGH. x 650 

15. トリポネマ TγめonemααequαlePASCHER X 800 

16. カントランシア Chα況か・αmぬ chalybeα(LYNGB.)FRIES var. the?・malisHANS-

GIRGの111胞子をつけている枝のーmiox70 

17. ユ ー グレナ Eugle冗αac;ttsEIIRENB. x 250 (米間勇一氏に依る)
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16 泌 すm 第 1~ 第 1 彼昭和 28"1三3月

勿論上I::i!~的lb1;i.1'i1.の悦糸 (400C) ではあるが， 活iJjk 中には紅誌もすみ得る事の読

1iとして興味深い (i品';¥版節 目!尚1)。

E . 共の他のtiS~n: 以上の他にユーグレナ務 ElIfjlelloth.rceae・(lui'd版第 1ifi函j)
資総色部 Xa川l岬 h.rceae(li"，ln反応 151;':;;1)があるが甚だ僅少である。

むすび

説泉純物の析筑の始ま りは C.A. AGARDTI (182i)のカルルスバード温泉

に13討する報告を以て放すiJJとし以後澗，付Il，{j1'，ユーゴー， 係，チエツコ， ポ
ーランド，アフリカ，チリー，メキシコ，7;えび北米でイ~F究が進み， 最近は日

本に於てもN'々 に研筑が進んで米て， 温泉植物を材料とした研究に従事して
いる皐者の数も-1.指に依っている。今後続 k と新しい:往路が1:1"，るものと期待

される。

Oドー ソン憎まの司王朝

米|剖ロ スアン・ピノレ><i断力11大若手の AllanHancock Foundation の研究員で海議接専

攻のド ーソン博士 (Or.E. Y. DAWSO.N)は本年一月初j旬tJII印地方海部採集の途次東京

にすL寄りm1日 制11泊: してぜI~J誌の :})(:悶 ìl~議集者， 町立岡三郎， 新illlið' ~'Jì:敏， 須ñ"iM~足遣の諸iW士

と交1放されたがその締法泣く科ぴ来言}J，此の肢は北海道を訪れ，北海道大芸品立立ぴに室
関lに於ける海部ー研究所を言}jliljされるl封で・ある。 同博士は主としてカリ 7オノレ入ヤ沿岸

及びメキ シコ {ìÚ カ リ アオノレ ュ ャ i将等の i~予選革の研究によって有名であ る。

。シュミット教授の言卜

主工宝:;の11f.J乙キdi物接合々 {弘第65!{B(Ber. der deut. Bot. Gesel.， Bd. s5， H邑1ft.7)の

半世-j:'る所によればj五i乙|必ミユン スター大息数波シュミッ ト博士 (Dr.O. C. Sc口MIDT)

は去る1951&手8月21二l逝去されたrtlであるo 同博士はlIJ:斜ミ ノレmのモノグラ フ，ア〆
ー レ ス 鳥海務誌そ の{也の渚: .'I!~ によヲ て著名であ るが， 米ださ して老年という税の牟i首(:

とも忠、はれないのにその逝去は械に焔1昔に喰えない。
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